
お 問 い 合 わ せ ・ お 申 込 み

重度障がい児支援花色(齊藤）TEL.0166-73-8786 旭川市春光6条4丁目3-5

株式会社 湧心

[指定福祉避難所]

障がい児通所支援事業所

ご家族で過ごす“生活の基盤”が、おこさまが外に踏み出す時の勇気やエネルギーになります。

おこさまは通所することを。ご家族は送り出すことを。楽しみにしていただけると嬉しいです。

花色の利用を検討される時には、おこさまをよく知っている訪看さん等にも

相談して、おこさまの状態にあった準備をしてください。

送迎車で車に乗る時間が増えます。あそぶ時間も増えます。

姿勢や体力はいかがでしょうか。

わたし達は、おこさまの気持ちに添えるように手を添え、

感覚を感じたり、身体を動かし、お友達との関わりを積み上げ

日々の暮らしや希望がふくらみ豊かになることを願い携わっていきます。

栄養 運動

学び

仲間づくり

睡眠

地域社会

お友達とあそび、経験を積む姿に「なにができるかな？」「どんな所が伸

おこさまの興味を広げたいと思った時に、花色の見学にきてください。

びるかな？」と、わたしたちもご家族と一緒に発達を支援いたします。

可能性が咲く花色へ

退院後、ご家族や訪看さんと過ごす生活が落ち着き、

お 願 い

★ 送 迎 時 間 の 指 定 は で き ま せ ん 。 （ お 迎 え 時 は す ぐ に 乗 車 で き

る よ う （ バ ギ ー に 乗 っ て ） お 待 ち く だ さ い 。 ）

★ 営 業 途 中 の 送 迎 は 保 護 者 様 に お 願 い 致 し ま す 。

★ 土 曜 日 の み の ご 利 用 は で き ま せ ん 。 ま た 、 土 曜 日 は ご 家 族 に

送 迎 を お 願 い 致 し ま す 。

★ １ 日 定 員 ６ 名 で す 。 ご 希 望 に 沿 え な い 時 も あ り ま す 。

★ 医 療 職 は い ま す が 、 病 院 で は あ り ま せ ん の で ケ ア 等 は 保 護 者

様 か ら ご 指 示 を い た だ き ま す 。

★ 看 護 師 が お 迎 え を お 願 い し た 時 に は 、 直 ち に 迎 え に き て く だ

さ る 状 態 を 希 望 し ま す 。 連 絡 が つ く 状 態 で 送 り 出 し て 下 さ い 。

★ ご 家 族 を 含 め 、 感 染 症 と 診 断 さ れ た 場 合 は 通 所 は で き ま せ ん 。
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[お友達と一緒に通所（通園）をすること] を目標に、

今ある身体機能の維持や向上と並行して、

お家のものを使った生活動作の習得を行います。

かかわる医療機関（訪看等）と、通所をイメージして

準備をはじめ、集団生活に適応できるように支援します。

居宅訪問型児童発達支援では、

医療的ケアや、体調管理、お子様の抱っこ、移乗等は

保護者様に行っていただきます。

通所

地域社会

ご 注 意

★ ご 利 用 の 判 断 は 保 護 者 様 で は な く 、 主 治 医 に よ る 判 断 に な り ま す 。

★ 福 祉 サ ー ビ ス 受 給 者 証 に 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 の サ ー ビ ス 日 数

を 得 た 方 が 一 定 の 期 間 で ご 利 用 が で き ま す 。

★ 相 談 支 援 専 門 員 が 付 き 計 画 を た て る 事 が 条 件 と な り ま す 。

保護者様に抱っこしていただき、無理のない範囲で活動に参加し、

判断されたおこさまのお家に伺います。

通所への移行を目標に計画をたて支援いたします。

居宅訪問型児童発達支援

病気や身体状態から、主治医が「しばらくは通所（通園・通学）が難しい。」と
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体調維持
体力向上
生活ﾘｽﾞﾑ
生活動作

居宅訪問型児童発達支援
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